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～科学技術創造立国の実現を目指し、わが国における科学技術基本計画の中核的実施機関として、科学技術を総合的に振興～

○ 常勤職員数： 473名 （平成18年1月1日現在）
○ 予 算： 113,398百万円 （平成18年度）
○ 中期目標期間： 平成15年10月 ～ 平成19年3月

③ 科学技術情報の流通促進

新技術の創出に資することとなる科学技術に関するシーズ探索研究、新技術の企業化開発等の業務

科学技術情報の流通に関する業務、その他の科学技術の振興のための基盤の整備に関する業務

① 新技術の創出に資する研究

② 新技術の企業化開発

④ 科学技術に関する研究開発に係る交流･支援（研究交流･支援）

⑤ 科学技術に関する知識の普及、国民の関心･理解の増進

☞ 政策目標に沿った競争的資金の運用（イノベーション創出を目指したトップダウン型の研究開発）
・ 文科省が戦略目標を策定、JSTが研究領域を設定
・ 研究者から研究提案を公募し、選定、JST事業として重点的に実施

☞ 研究開発戦略センターによる戦略立案の文部科学省等への提言 等

☞ 政策目標に沿った競争的資金の運用（イノベーション創出を目指したトップダウン型の研究開発）
・ 文科省が戦略目標を策定、JSTが研究領域を設定
・ 研究者から研究提案を公募し、選定、JST事業として重点的に実施

☞ 研究開発戦略センターによる戦略立案の文部科学省等への提言 等

☞ 全国の大学・TLO等に対する産学連携の支援

・ 技術移転支援センターによる特許等に関わる支援
・ 大学等の独創的な技術シーズの実用化(民間との共同研究・ベンチャー創出･新技術の委託開発等の実施）

☞ 地域の独創的な研究成果の育成 等

☞ 全国の大学・TLO等に対する産学連携の支援

・ 技術移転支援センターによる特許等に関わる支援
・ 大学等の独創的な技術シーズの実用化(民間との共同研究・ベンチャー創出･新技術の委託開発等の実施）

☞ 地域の独創的な研究成果の育成 等

☞ 国内外文献の日本語抄録データーベースの提供
☞ 研究者・研究成果等のデータベースの提供
☞ 学協会への電子ジャーナル化の支援 等

☞ 国内外文献の日本語抄録データーベースの提供
☞ 研究者・研究成果等のデータベースの提供
☞ 学協会への電子ジャーナル化の支援 等

☞ 政府間合意に基づく国際的な重要課題への協力推進 等☞ 政府間合意に基づく国際的な重要課題への協力推進 等

☞ 科学技術に関する学習の支援（ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ等)

☞ ｻｲｴﾝｽﾁｬﾝﾈﾙなどを通じたコンテンツの発信
☞ 日本科学未来館 等

☞ 科学技術に関する学習の支援（ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ等)

☞ ｻｲｴﾝｽﾁｬﾝﾈﾙなどを通じたコンテンツの発信
☞ 日本科学未来館 等

沿 革

日本科学技術情報ｾﾝﾀｰ
昭和32年8月設立

新技術事業団
昭和36年7月設立

独立行政法人

科学技術振興機構
平成15年10月設立

科学技術振興事業団
平成8年10月設立

職員数・予算等

独立行政法人科学技術振興機構（独立行政法人科学技術振興機構（JSTJST））の概要の概要
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※

※ 任期付き職員： 2,341名（平成18年1月1日現在）

うち競争的研究資金による雇用： 1,972名

競争的研究資金外による雇用： 369名



独立行政法人科学技術振興機構（独立行政法人科学技術振興機構（JSTJST））の概要の概要
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科学技術振興機構は総合的イノベーション創出機関
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③ 科学技術情報提供

- 国内外の科学技術

文献情報の収集・提
供

- 研究成果等のデータ

ベースの作成・提供

③ 科学技術情報提供

- 国内外の科学技術

文献情報の収集・提
供

- 研究成果等のデータ

ベースの作成・提供

⑤ 科学技術理解増進

- 先端的科学技術を

用いた理解増進活動
（科学館、科学番組
発信）

- 学習支援活動

⑤ 科学技術理解増進

- 先端的科学技術を

用いた理解増進活動
（科学館、科学番組
発信）

- 学習支援活動

④ 国際交流支援

- 政府間合意に基づく

戦略的な国際科学技
術協力

- 優れた外国人研究者

の招聘のための
外国人宿舎の運営

④ 国際交流支援

- 政府間合意に基づく

戦略的な国際科学技
術協力

- 優れた外国人研究者

の招聘のための
外国人宿舎の運営

イノベーションを生み出すための研究基盤整備

科学技術振興機構（JST）
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イノベーションを生み出す研究開発システム

② 新技術の育成と社会への移転

・技術シーズの発掘、育成

・大学発ベンチャー起業支援

・大学からの技術移転支援、特
許化支援

・地域発の独創的なイノベー

ション創出

① 政策課題対応型研究開発

・科学技術基本計画における

重点化領域（重点推進4分野、

戦略重点科学技術）を対象

・研究資源の選択と集中

・明確な目標設定

国の
戦略目標



○ 科学技術の戦略的重点化

・ 人材の育成、確保、活躍の促進

・ 国際活動の戦略的推進

○ 社会・国民に支持される科学技術

第3期科学技術基本計画（H18.3.28閣議決定） 科学技術振興機構（JST）

政策目標に沿った競争的資金の運用（イノベーション創出を目指
したトップダウン型の研究開発）
・ 文科省が戦略目標を策定、JSTが研究領域を設定、重点的に実施
・ 研究者から広く研究提案を公募し、選定

研究開発戦略センターによる戦略立案の文科省等への提言 等

政策目標に沿った競争的資金の運用（イノベーション創出を目指
したトップダウン型の研究開発）
・ 文科省が戦略目標を策定、JSTが研究領域を設定、重点的に実施
・ 研究者から広く研究提案を公募し、選定

研究開発戦略センターによる戦略立案の文科省等への提言 等

全国の大学・TLO等に対する産学連携の支援
・ 技術移転支援センターによる特許等に関わる支援
・ 大学等の独創的な技術シーズの実用化

地域の独創的な研究成果の育成 等

全国の大学・TLO等に対する産学連携の支援
・ 技術移転支援センターによる特許等に関わる支援
・ 大学等の独創的な技術シーズの実用化

地域の独創的な研究成果の育成 等

国内外文献の日本語抄録データベースの提供
研究者・研究成果等のデータベースの提供
学協会への電子ジャーナル化の支援 等

国内外文献の日本語抄録データベースの提供
研究者・研究成果等のデータベースの提供
学協会への電子ジャーナル化の支援 等

③ 科学技術情報の流通促進

① 新技術の創出に資する研究

② 新技術の企業化開発

政府間合意に基づく国際的な重要課題への協力推進 等政府間合意に基づく国際的な重要課題への協力推進 等

④ 科学技術に関する研究開発に係る交流･支援

科学技術に関する学習の支援（ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ等）
ｻｲｴﾝｽﾁｬﾝﾈﾙの科学技術情報の発信、ｱｳﾄﾘｰﾁ活動支援
日本科学未来館 等

科学技術に関する学習の支援（ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ等）
ｻｲｴﾝｽﾁｬﾝﾈﾙの科学技術情報の発信、ｱｳﾄﾘｰﾁ活動支援
日本科学未来館 等

⑤ 科学技術に関する知識の普及、国民の関心･理解の増進

新技術の創出に資することとなる科学技術に関する
シーズ探索研究、新技術の企業化開発等の業務

科学技術情報の流通に関する業務、その他の科学技術
の振興のための基盤の整備に関する業務

○ 科学技術システム改革

政策課題対応型研究開発における重点化政策課題対応型研究開発における重点化

次代の科学技術を担う人材の裾野の拡大
（初等中等教育における理数教育の充実）

次代の科学技術を担う人材の裾野の拡大
（初等中等教育における理数教育の充実）

競争的資金の拡充
基礎研究におけるハイリスク研究への取り組み
イノベーション創出を担う競争的研究の強化

競争的資金の拡充
基礎研究におけるハイリスク研究への取り組み
イノベーション創出を担う競争的研究の強化

本格的な産学官連携への深化
（大学等の優れたシーズをもととした戦略的・組織的連携）

大学等の知的財産活動の円滑な展開・支援
大学発ベンチャーの創出支援
地域イノベーション・システムの構築

本格的な産学官連携への深化
（大学等の優れたシーズをもととした戦略的・組織的連携）

大学等の知的財産活動の円滑な展開・支援
大学発ベンチャーの創出支援
地域イノベーション・システムの構築

知的基盤（データベース等）の戦略的な重点整備
研究情報基盤の整備

知的基盤（データベース等）の戦略的な重点整備
研究情報基盤の整備

国際活動の体系的な取組
外国人研究者受入れの促進

国際活動の体系的な取組
外国人研究者受入れの促進

- 科学技術に関する説明責任と情報発信の強化
（アウトリーチ活動等）

- 科学技術に関する国民意識の醸成

- 科学技術に関する説明責任と情報発信の強化
（アウトリーチ活動等）

- 科学技術に関する国民意識の醸成

・ 科学技術振興のための基盤の強化

JSTJSTの事務事業と文部科学省の重点施策との関係の事務事業と文部科学省の重点施策との関係
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・ 科学技術の発展と絶えざるイノベーションの創出

― 科学技術基本計画の中核的実施機関 ―



● 国立情報学研究所の研究活動資源ディレクトリ等は
科学技術振興機構へ移管（平成14年度）

● 科学技術振興機構の「省際研究情報ネットワーク」
は、国立情報学研究所のSINETに統合

● 文献情報提供事業については、業務の合理化・効率
化のため、民間委託化を拡充し経費を削減し、平成19
年に産投出資金を終了予定。

【科学技術情報流通業務（科学技術情報のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化、提供】
■ データの充実強化を図るべく、国立情報学研究所の情報提供業
務との連携を強化し、同種の業務は統合する。

■ 効率的な業務実施の観点から、文献情報提供業務について、全
面的な民間委託化を目指して民間委託を大幅に拡大するなど業
務の効率化を図るとともに、国庫補助を縮減する。

● 国立科学博物館と綿密な連携を図るために連絡会を
設置し、特別展等について連携して開催（平成14年）

● 日常的管理運営業務は全面民間委託（平成15年）

【科学技術理解増進業務（日本科学未来館）】
■ 効率的な業務実施の観点から、日本科学未来館の運営について、
国立科学博物館が行う業務と緊密な連携を図るとともに、民間
委託を拡大するなど業務の効率化を図り、国費投入を縮減する。

● 総合科学技術会議の方針を踏まえ、既存の基礎研究
事業を戦略目標の下に再編成し、「戦略的創造研究推
進事業」を発足（平成14年）

● 総合科学技術会議の「競争的研究資金制度改革につ
いて（意見）」を踏まえ、PD（研究主監等）、PO
（研究総括）の配置、 間接経費の措置拡充等の運営改
善を実施（平成15年）

● 研究開発戦略センターを設置して、研究領域・研究
総括の選定のための調査、分析、評価の機能を充実
（平成16年）

● 出資金から補助金に変更（平成14年度）、次いで運
営費交付金に移行（平成15年10月）

● HPや未来館等を活用して研究成果を広く公表、さら
に研究成果をわかりやすく国民に伝えることを業務と
する人 材を配置（平成17年）

【基礎的研究事業（創造科学技術推進事業等）】

２．基礎的研究・新技術開発業務

■ 競争的資金供給業務については、総合科学技術会議においてな
される各省要求の全体調整、実施状況の評価、公表を踏まえて
実施し、不必要な重複や特定の研究者への研究費の集中がなく
なるような運営の改善を行う。

■ 競争的資金供給業務について、研究経験者が審査及び評価につ
いて責任をもって取り組む体制を構築する。

■ 国の目標を明確に設定するとともに、研究成果を厳格に評価し、
成果や評価を国民にわかりやすい形で公表する。

■ 研究開発に充てる資金供給を一般会計からの出資金により行う
ことについて基本的に廃止するとともに、費用対効果分析を可
能な限り実施し、資源の重点配分を行った上で、柔軟・弾力的
な研究開発の実施に配慮しつつ、補助金等に置き換える。

■ これまで国費によって達成されてきた研究成果をできるだけ計
量的な手法で国民にわかりやすく示す。

● フェローシップ事業は、日本学術振興会へ移管（平
成14年）

● 国際特定重要研究推進事業、特別重要研究推進事業
を廃止（平成14年）

【基礎的研究事業（創造科学技術推進事業等）】

１．研究者支援業務・交流事業

■ 効率的な業務実施の観点から、科学技術特別研究員制度等の研
究支援業務・交流業務について、日本学術振興会で実施してい
る同種の業務と統合する。

講じた措置｢特殊法人整理合理化計画｣（平成13年12月）における事業
について講ずべき措置の概要

事務事業の重点化等の状況事務事業の重点化等の状況 特殊法人等整理合理化計画の指摘事項とそれへの対応
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他の独立行政法人等との業務整理
（政独委）

他の独立行政法人等との業務整理
（政独委）

研究開発プロジェクトについて、
他の法人との重複の排除 （参与会議）

研究開発のコスト管理（参与会議）

文献情報提供業務 の全面民間委託
（参与会議）

外国人宿舎の必要性（参与会議）

日本科学未来館の自己収入の増加と民
間への業務委託による経費削減の徹底 、
類似施設の関係整理（参与会議）

他の独立行政法人等との業務整理
（政独委）

文献情報提供事業

研究成果活用プラザ

海外事務所

● 戦略的創造研究推進事業（JST） イノベーション創出を目標として国が
将来重要となる分野を指定し、明確な戦略目標を設定した政策課題対応型
研究開発

● 科学研究費補助金（JSPS） 学術の振興を目標とし、人文･社会科学から自然
科学に至る学問分野について研究者の自由な発想に基づく研究を幅広く支援

研究領域の研究総括（PO）が研究課題の進捗状況や成果を常に把握し、緊急

性・有効性を勘案して強い裁量権限をもって弾力的・効率的に管理実施

● 文献情報提供事業（JST） 科学技術の振興のための研究情報基盤整備
● 学術情報提供事業（NII） 人文社会を含む学術情報基盤整備

● 研究成果活用プラザ（JST） 地域における産学連携拠点として、コー
ディネート活動等により大学等の個々の技術シーズを発掘・育成

● 知的クラスター［文科省］ 自治体が策定した計画に基づく、大学を核と
した、基礎研究中心の産学官共同プロジェクト研究等を支援

● 産業クラスター［経産省］ 経済産業局等の主導による、地域の中堅・中
小企業を中心とした実用化技術開発等を支援

文献情報提供事業の民間委託推進状況 ･･･ 独法後、データ作成の委託の強化
（職員作成 H15： 5万件 → H17： 0件）等民間委託を着実に推進

宿泊機能だけでなく、生活支援機能をもつ宿舎が政策的に必要。民間事業者で
の独立採算運営は困難。民間委託の推進による更なる経費削減。

効率化・収入増 ･･･ 2年間で経費約1億円削減、自己収入3千万増（+15%）

● 科学技術振興機構 研究開発戦略立案のための情報収集・調査支援、戦略
的国際科学技術協力推進事業等のJSTの業務に必要な機能のため必要 小
限度の人員（通常1名）を配置

● 日本学術振興会 海外の学術振興機関連携や研究者ネットワーク構築

公募型の研究プロジェクト

事務事業の重点化等の状況事務事業の重点化等の状況 政独委意見、参与会議指摘事項等とそれへの対応等

5

両事業の目的・対象・性格等は全く異なっている。



6

文部科学省

国の戦略目標

政策課題対応型研究開発の実施実施

公平・公正で透明性の高い審査・評価の実施

見えない研究所

科学技術振興機構(JST)

日本学術振興会(JSPS)

研究者の自由な発想に基づく研究を支援支援

大学改革支援大学改革支援
2121世紀世紀COECOEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

魅力ある大学院教育魅力ある大学院教育
イニシアティブイニシアティブ 等等

学術研究 ・真理の探究、諸学の基礎
高等教育 ・優れた人材の育成 など

大大 学学

学学 問問 のの 多多 様様 性性 のの 苗苗 床床

研究者支援研究者支援

科学研究科学研究
費補助金費補助金 等等

人類共通の知的資産の形成

政策目的の達成
イノベーションの源泉となる新技術の創出

● 企業化開発
● 研究情報基盤整備
● 科学技術理解増進

公的研究機関（独法等）公的研究機関（独法等）

政策目的の研究
・中長期の産業化を目指した研究開発
・国家基幹技術の開発

民間企業の研究所民間企業の研究所

営利目的の研究開発
・製品開発

国の戦略に基づく明確な目標設定

選選 択択 とと 集集 中中

研研 究究 者者 等等 をを 結結 集集

科 学 技 術 推 進 体 制学 術 研 究 支 援 体 制 文部科学省における

文部科学省からの提言等

指示

事務事業の重点化等の状況事務事業の重点化等の状況 （参考）
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平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

現行中期目標期間（平成15年10月～平成19年3月）における事業の整理

平成19年度～

革新技術開発研究事業（文部科学省から移管）
先端計測分析技術・機器開発事業
国際科学技術コンテスト支援事業

理数大好きモデル地域事業
研究者情報発信活動推進モデル事業

省際研究情報ネットワーク事業(H15: 7億円)

異分野研究者交流促進事業(H15: 1億円)

地域研究開発促進拠点支援事業(H15: 6億円)
ITBL材料アプリケーション・ITBL用ネットワーク運用(H15: 1億円)

創造科学技術推進事業(H15: 54億円)
国際共同研究事業(H15: 8億円)
計算科学技術活用型特定研究開発推進事業(H15: 9億円)
権利化試験型（独創的シーズ展開事業）（H15: 3億円）

人道的対人地雷探知・除去技術研究開発推進事業(H15: 5億円)
研究情報データベース化事業(H15: 2億円)
重点研究支援協力員派遣事業(H15: 25億円)

121121億円分億円分
の事業をの事業を

廃止・終了！廃止・終了！

－ 政策ニーズに対応した事業の整理を積極的に実施 －

廃

止
・
終

了
事
業

平成19年度に事業終了

NIIのSINETへの統合

研究開発戦略センターの調査・分析機能拡充により代替

研究成果活用プラザへの重点化

当初計画通り終了

戦略目標設置、競争的資金拡充の必要性から、
戦略的創造研究推進事業へ移行

産学共同シーズイノベーション化事業への重点化

当初計画通り終了

所期目標達成に伴い終了

国立研究所の独法化等に伴い終了

産学共同シーズイノベーション化事業
サイエンス･パートナーシップ･プロジェクト

（文部科学省から移管）

新 設 事 業

事務事業の重点化等の状況事務事業の重点化等の状況 これまでの事業の撤退、追加等の推移
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9,051
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7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

実
績

平成15年度予算額（10,159百万円）を基準とし、

平成18年度までに29%削減

（ 百 万 円 ）

予
算
額

予 算 額 6.8%

9.6%

29%実
績

予 算 額

中期計画上の目標

値 11%を大きく超え

て削減の見込み

事務事業の効率化等の状況事務事業の効率化等の状況 これまでの効率化目標等の進捗状況及び効果
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3,303

3,184

3,619

3,361

3,272

2,800

3,000

3,200

3,400
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3,800

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

予
算
額

実
績

平成15年度予算額（3,619百万円）を基準とし、

平成18年度までに12%削減

（ 百 万 円 ）

予
算
額

7.1%

9.6% 12%

予
算
額

実
績

● 一般管理費の削減

中期目標達成（12%削減）に向けて策定したアクショ

ンプランに沿って着実に経費削減

【具体的取組の事例】

・ 業務用自動車借上料の節減

・ 内線電話のIP化 ・ 役員車両の削減

・ 光熱水費の削減 ・ 社内便業務の民間委託 等

一般管理費の削減状況と計画

文献情報提供業務に係る事業費の削減状況と計画

● 事業費（一般勘定事業）の削減
但し、競争的研究資金は除く

中期目標（毎年度1%削減）に沿って着実に経費削減

→ 平成16年度実績： 9.8%削減

● 事業費（文献情報提供事業）の削減

中期目標達成（11%削減）に向けて、また経営改善計画

に沿って着実に経費削減

【具体的取組の事例】

・ 文献データベース作成合理化の推進
・ 電算機の効率良いシステムへのリプレース 等

また、電算機の運用や抄録・索引作成のアウトソーシング、
民間代理店を活用した販売等、事業全般において積極的に民
間委託を推進している。



4,316

2,678

2,184

1,438

0

1,000

2,000
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5,000

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

実
績
値

実
績
値

見
込
値

計
画
値

（ 百 万 円 ）

事務事業の効率化等の状況事務事業の効率化等の状況 財務状況の推移

190,382 191,882

-17,840-4,778

-69,036
-70,181

-100,000

-50,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

資 本 剰 余 金

資
本
金

平 成 15年 度 平 成 16年 度

繰
越
欠
損
金

（ 百 万 円 ）

資本の概要
● 資本状況の推移 ･･･ 資本の概要は左図の通り。

繰越欠損金は文献情報提供事業（文献情報提

供勘定）に起因。

同事業では「経営改善計画」に沿って収益性の改

善に努力し、平成22年度単年度黒字化を目指して

単年度損失額は着実に減少傾向にある。

平 成 15年 度 7,469,574 円

平 成 16年 度 4,157,865 円

目的積立金計上額

● 目的積立金 ･･･ 一般勘定における利益処分に

関して、目的積立金として文部科学大臣の

承認を受けた額は下表の通り。

9

文献勘定事業では収益性改善の方向にあり、

累積欠損金の増加分も減少傾向にある。

文献情報提供事業単年度損失額の推移

着実なる減少



透明で曲げられる高性能トランジスタを実現
（戦略的創造研究推進事業）（H16.11プレス発表、Nature）

フレキシブルなディスプレ
イへのブレークスルー
PET等の安価なプラスチック
フィルム上に 高性能透明薄膜ト
ランジスタ（TFT）を作製する
事に成功 アモルファス酸化物半導体

フレキシブルトランジスタ

新技術の創出に資する研究
（社会的・経済的ニーズを踏まえ、国が定めた戦略目標の達成
に向けたシーズ探索研究を推進）
「Nature」「Science」等の世界的に著名な科学雑誌に掲載さ

れる等、インパクトのある研究成果を多数発表。

（特にインパクトのある成果を年間50件程度プレス発表）

1論文あたりの被引用回数について、

米国や英国などと比較してもほとんどの分野で優位
分野別の1論文当たりの被引用回数の国別平均との比較（2001-2005）
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インフルエンザウイルスが遺伝子を取り込

む仕組みを解明
（戦略的創造研究推進事業）（H18.1プレス発表, Nature）

インフルエンザウイルス誕
生の瞬間
インフルエンザウイルスの8種
類の遺伝子RNA（8本の色分

けしたコイル）は、ひとつの
セットになってウイルス粒子
に取り込まれる。）

新規抗ウイルス薬、生ワクチン等先進医療へ
の応用に期待
毎冬、高齢者や幼児の生命をも脅かす香港型・ソ連型
インフルエンザウイルス、あるいは、人にも感染しは
じめている鳥インフルエンザウイルスに有効な新規抗
ウイルス薬等、先進医療の開発に繋がることが期待

ナノボール、次世代DNA解析デバイスの心
臓部を開発 （戦略的創造研究推進事業）
（H16.2プレス発表, Nature Biotechnology）

ナノテクでDNA解析が簡

便・迅速・低コストに

バイオデバイス技術と組み合
わせることで、DNA解析の超
高性能化を達成。 ゲノム医療、
テーラーメード医療への進展
が期待

ナノボール（直径50nm）の

原子間力顕微鏡写真

第第11期中期目標期間における主な成果（例）期中期目標期間における主な成果（例）
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トムソンサイエンティフィック社 Essential Science Indicators
（1995年1月～2005年12月）をもとに、JSTが分析



世界に先駆け「次世代指向の赤外
パルス分光計測システム」を開発、
平成16年度に起業した大学発ベン
チャーが受賞

科学技術に関する研究開発に係る交流・支援

（研究交流・支援）
（国内外の研究交流、人材交流・支援。特に我が国の世界・ア
ジアにおける優位性の維持・確立（日本のプレゼンス拡大）等
に資するよう、国際研究交流を積極的に推進）

【主な相手国・分野】
米国：安全・安心／中国：環境／英国：ﾊﾞｲｵﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
ｽｳｪｰﾃﾞﾝ：ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ複合領域、仏：情報通信技術、等

米､中､韓等8カ国と51課題の共同研究を実施
（戦略的国際科学技術協力推進事業）（H15～）

研究集会の様子

測定システム外観

政府間合意に基づく重要分野の共同

研究等を実施

LED発光の様子

名古屋大学、豊田合成、JSTの三者
で特許を共有。平成15年調査にて、
国立大学特許料の96%（4億円超）が
本課題の実用化によるもの。
（H16.8新聞報道）

JST事業で生み出された特許の管理数： 6,037件

大学知財本部・TLO等への支援（技術移転支援ｾﾝﾀｰ）

特許等のライセンス
累積特許数 2,064件/1,265社

人材育成研修
開催70回

（1,492名参加）
技術移転相談

1,549件

周辺特許の戦略的取得（権利化試験）累積実施件数：50件

研究シーズの試作品化（独創モデル化）累積実施件数：819件

大学発ベンチャーの創出支援 累積支援件数：104件

ライセンス企業総数： 1,903社
実施料累計： 169億円

→ 実施料率3%で換算すると5,642億円の市場効果

JST事業の成果を元にして設立された
ベンチャー企業： 127社

委託開発 累積実施件数：602件

※ 平成18年3月現在。金額等については暫定値での集計

研究成果活用プラザ等を拠点とした地域発新産業の創出
○ 研究成果活用プラザ
（北海道、石川、大阪、広島、福岡、宮城、

東海、京都）

○ JSTサテライト（岩手､新潟､高知､宮崎）

○ 地域結集
（現在16の都道府県・政令指定都市で実施）

新技術の企業化開発
（大学等の優れた研究成果の社会還元を目的として産学連携・

技術移転関連施策を推進）
大学、公的研究機関等の優れた研究成果を企業等に技術移転するとともに、
大学知財本部､TLO等への支援施策（人材育成、海外特許出願支援等）を実施

DBによる特許紹介
（J-STORE)

10,230件

育成研究課題 累積実施件数：119件

コーディネータ活動支援 実施件数：510件

（シーズ発掘試験）

地域結集 累積実施件数：34件

大学見本市（年1回）：
1回当たりの参加者35千人以上
ﾏｯﾁﾝｸﾞ件数：年間426件(H17)

新技術説明会（年14回程度）

第第11期中期目標期間における主な成果（例）期中期目標期間における主な成果（例）

青色発光ダイオードを実用化

国立大学特許料のほとんどが本課題の実施料
（独創的シーズ展開事業）

東京都ベンチャー技術大賞受賞（H17年10月）
（独創的シーズ展開事業）
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産学連携・企業化開発のためのﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ（独創的ｼｰｽﾞ展開事業）

産学官連携
ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

・
産学官連携
ジャーナル

特許出願支援
海外特許：2,126件



科学技術情報の流通促進
（国内外の科学技術に関する情報を収集・整理・保管・提供し、

科学技術の基盤である科学技術情報の流通に貢献 ）

国内外の文献を毎年90万件以上データベース化。
世界 大級の文献情報データベース （収録記事
数：約3,800万件）
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700,000

800,000

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

人

科学技術に関する知識の普及、国民の関心・理解の増進

（科学技術理解増進）
（科学学技術に関する知識を普及させ、国民の関心・理解を増進

するとともに、将来の科学技術を担う人材の育成を推進）

国内外の科学館等へ展示・映像の巡回等を積極的

に展開。

その他、サイエン

スコミュニケータ

の育成等、科学館

の枠にとらわれな
い活動を実施。

開館以来の入場者数推移

中等教育段階における科学技術や理数に対する意

欲・能力伸長の取組のモデル的存在に。また、高大

接続による特別学科の創設等、大学教育改革に波及

「利用の多いサービスシステム」の
科学技術分野第1位※（JDreamⅡ）

国内約20万人の研究者情報等を収録、産学
連携などに年々利用が拡大（ReaD）

来館者数は開館以来着実に増加（16年度63
万人、17年度71万人）（日本科学未来館）0

100

200
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400

500

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

（万件）

機関情報

研究者情報

課題情報

資源情報

新の研究業績、研
究課題等も併せて収
録。大学・企業等か
ら研究テーマや研究
者探し等、産学官連
携、人的交流の促進
等に広く利用

ReaDのアクセス件数推移

307

451

0

100

200

300

400

500

平成16年度 平成17年度

（万件）

国内学協会誌の電子ジャーナル化に360以上の学協会

が参加。 論文ダウンロード数の推移さらに、創刊号
に遡って電子化を推進
（湯川博士等の論文も電
子化し、公開）

写真提供：
独立行政法人理化学研究所

※：「データベース白書2005」（経済産業省監修）

年間450万件以上の電子論文がダウンロード
うち約70%は海外からのアクセス（J-STAGE）

約2万人の高校生に先進的な理数教育等を支援

（スーパーサイエンスハイスクール支援）
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第第11期中期目標期間における主な成果（例）期中期目標期間における主な成果（例）
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